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は
じ
め
に
1
研
究
史
と
問
題
設
定

0史
料

②単
品
積
載
船
に
よ
る
物
品
毎
の
検
討

③複
数
物
品
の
混
載
と
関
銭
免
除
の
船
へ
の
仮
説
の
適
用

むす
び
に
代
え
て

［論
文
要旨
］

　本
共
同
研
究
で
「
消
費
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
本
稿
で
は
文
安
二
年
二
四
四
　
　
　
関
銭
の
値
に
つ
い
て
、
複
数
物
品
に
対
し
て
合
算
さ
れ
て
い
て
も
物
品
毎
に
振
り
分
け
得
た
。
さ
ら

五
）
『
兵
庫
北
関
入
船
納
帳
』
に
登
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
う
ち
関
銭
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
　
　
　
　
に
、
関
銭
免
除
の
た
め
に
関
銭
の
値
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
値
を
推
定
で
き
る
ご

本納
帳
に
お
け
る
関
銭
は
百
分
の
一
税
と
し
て
の
升
米
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
新
城
常
三
の
見
解
に
　
　
　
と
も
示
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
物
品
毎
に
推
計
さ
れ
た
関
銭
は
、
価
額
、
す
な
わ
ち
価
値
と
直

よ
る
な
ら
ば
、
あ
る
積
載
物
品
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
た
関
銭
額
を
百
倍
し
た
値
が
当
時
の
価
格
そ
の
　
　
　
接
比
例
す
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
単
純
に
計
算
で
き
る
積
載
量
に
比
し
て
、
積
載
さ
れ
た
物
品
毎

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
を
再
検
討
し
た
結
果
、
物
品
総
価
額
の
百
　
　
　
　
の
ウ
ェ
ー
ト
を
比
較
し
た
り
、
船
籍
地
相
互
で
比
較
す
る
際
に
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

分
の

一と
い
う
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
升
米
に
加
え
、
一
艘
当
た
り
一
律
に
五
〇
文
程
度
を
も

加
算
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
し
て
、
後
者
は
四
五
文
の
置
石
で
あ
る
と
い
う
仮
説
を
提

示
し
た
。
次
に
、
こ
の
仮
説
に
従
い
、
船
籍
地
別
に
総
計
し
た
上
で
整
理
が
施
さ
れ
た
関
銭
の
デ
ー

タ
を
検
討
し
た
。
ま
ず
、
個
々
の
関
銭
が
複
数
の
物
品
に
つ
い
て
の
積
算
値
で
あ
る
場
合
に
、
そ
の

積
算
基
準
を
合
理
的
な
形
で
推
察
で
き
た
。
つ
ま
り
、
上
述
し
た
仮
説
に
基
づ
い
た
推
計
値
が
、
実

際
の積
算
値
に
近
い
こ
と
か
ら
、
仮
説
の
妥
当
性
を
示
し
て
い
る
と
考
え
た
。
逆
に
、
登
録
さ
れ
た

8
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は
じ
め
に
ー
研
究
史
と
問
題
設
定

　
筆
者
は
、
日
本
中
世
に
お
け
る
商
品
流
通
を
対
象
に
、
あ
く
ま
で
歴
史
地
理
学
の

立
場
か

ら
研
究
を
進
め
て
き
た
。
そ
し
て
、
近
年
は
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
「
兵

庫
北
関
入
船
納
帳
」
（
以
下
、
「
入
船
納
帳
」
）
に
み
え
る
海
上
輸
送
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
て
い
る
。
本
共
同
研
究
に
お
い
て
も
、
こ
の
史
料
に
よ
る
検
討
を
続
け
る
中

で
貢
献
し
た
い
と
考
え
た
。

　
と
い
う
の
は
、
瀬
戸
内
沿
岸
か
ら
畿
内
方
面
に
向
け
て
物
資
が
輸
送
さ
れ
た
状
況

を
具
体
的
に
再
構
成
で
き
る
史
料
と
し
て
希
有
な
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

兵
庫
を
通
関
し
た
後
、
さ
ら
に
消
費
者
の
待
つ
畿
内
の
各
地
ま
で
流
通
し
、
京
都
を

始
め

と
す
る
「
都
市
」
な
ど
で
「
消
費
」
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
本
共

同
研
究
で
「
消
費
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
本
稿
で
は
「
入
船

納
帳
」
に
登
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
う
ち
関
銭
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
新
城
常

三

は
、
「
入
船
納
帳
」
に
お
い
て
物
品
毎
に
課
せ
ら
れ
た
関
銭
を
一
石
当
り
で
問
題

に
し
、
そ
の
物
品
の
価
格
に
関
す
る
他
の
史
料
も
援
用
し
な
が
ら
、
関
銭
は
百
分
の

一
税

と
し
て
の
升
米
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
〔
新
城
（
一
九
八
六
）
〕
。
す
な
わ

ち
、
こ
の
見
解
に
よ
る
な
ら
ば
、
あ
る
積
載
物
品
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
た
関
銭
額
を

百

倍
し
た
値
が
当
時
の
価
格
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
理
論
的
に
は
、
物
価
は
需
要

と
供
給
と
の
バ
ラ
ン
ス
等
で
定
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
必
然

的
に
流
通
・
消
費
の
問
題
と
も
関
連
し
て
く
る
。
そ
し
て
、
流
通
・
消
費
の
「
場
」

と
し
て
は
、
関
銭
が
確
定
・
徴
収
さ
れ
た
兵
庫
の
津
を
さ
し
あ
た
り
想
定
す
べ
き
こ

と
に
な
ろ
う
。

　

し
か
し
、
新
城
の
見
解
に
対
し
、
本
共
同
研
究
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
宇
佐
見
隆

之

は
、
「
こ
の
時
期
の
関
銭
は
従
来
の
概
念
の
升
米
と
置
石
と
い
う
範
疇
で
分
け
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

れ

な
い
可
能
性
が
高
い
」
と
し
て
、
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
上
述
し
た
碩
学
の
見
解

に
も
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
判
る
。

　
例
え
ば
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
新
城
論
文
に
お
い
て
は
い
く
つ
か
の
事
例
が
「
例

外
」
と
し
て
、
考
察
の
対
象
か
ら
予
め
排
除
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
新
城
論
文
の

よ
う
な
「
例
外
」
の
排
除
は
せ
ず
に
、
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
全
体
を
考
察
の
射
程
に
入

れ

る
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
こ
の
点
を
考
察
の

糸
口
に
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
関
銭
が
升
米
で
あ
る
な
ら
ば
、
関
銭
額
は
そ
の
物
品
価
格
の
百
分
の
一
と
い
う
統

→
的
基
準
で
合
理
的
に
説
明
で
き
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
で
き
な

い
場
合
が

あ
っ
て
、
そ
れ
が
「
例
外
」
と
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

「
例
外
」
を
設
け
る
こ
と
な
く
、
一
定
の
原
則
に
基
づ
き
、
一
貫
し
て
説
明
し
う
る

仮
説
を
第
2
章
で
提
示
し
た
い
。

　

ま
た
、
筆
者
は
、
史
料
と
し
て
の
「
入
船
納
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
を

集
計
す
る
の
に
、
石
な
ど
を
単
位
と
す
る
数
量
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
。
本
来
こ

の

よ
う
な
集
計
で
よ
り
適
切
な
の
は
、
関
銭
の
方
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
に
も
か
か

わ

ら
ず
、
そ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
理
由
は
、
次
の
二
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一

に
、
一
艘
の
船
に
複
数
の
物
品
が
積
載
さ
れ
て
い
る
場
合
、
関
銭
は
合
算
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
品
目
毎
に
集
計
し
得
な
い
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
第
二
に
、

関
銭
が
免
除
さ
れ
て
い
る
場
合
、
た
と
え
数
量
が
明
記
さ
れ
て
い
て
も
、
関
銭
の
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

載
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
上
記
の
よ
う
に
、
関
銭
額
を
説
明
で
き
る
仮
説
が
提
示
さ
れ
る
な
ら
ば
、

こ
の
二
つ
の
問
題
点
も
回
避
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
デ
ー
タ
の
集
計
も

関
銭
で
算
出
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
関
銭
総
額
に
よ
る
各
船
籍
地
の
ウ
ェ
ー
ト
付
け

が
可
能
と
な
ろ
う
。
こ
の
試
み
を
第
3
章
で
展
開
す
る
。

0
史
料

　
本
稿

に
お
け
る
主
た
る
史
料
と
し
て
の
「
入
船
納
帳
」
は
、
文
安
二
年
に
兵
庫
北

関
へ
入
船
し
た
船
毎
に
、
①
入
船
月
日
、
②
船
の
所
属
地
（
船
籍
地
）
、
③
物
品
名
、
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表1　史料「兵庫北関入船納帳」の記載例

輪
①入船②船の

月日　所属地
③物品名 ④数1

⑤関銭

（文）

納入

月日
⑥船頭名 ⑦問丸名

Ii④、⑤、⑥の注記事項（位置を＊で

i明示）

a1 3／23由良 榑 100石〆 ＊ 治部太郎 木や
i＊榑百廿四支上、五十七文、卯月廿三、

i榑代金定、卯月廿五

a2 4／17同所（靹） 小鰯 10駄 148 4／25 同（太郎二郎） 同（大夫三郎）
i

a3 6／23同所（下津井） しわく 60石 172 6／28 枝舟 同人（道祐）
1

a4 11／17英賀 米 25石 577 12／5 左近九郎 孫太郎
i

a5 11／18同所（阿賀） 米 50石＊ 471 12／5 同人（衛門三郎衛門） 同人（孫太郎）
：i＊ハんさう

a6 11／18同所（牛窓） 米 100石
＊

二郎三郎舟二郎五郎 同人（衛門九郎） タi＊山名兵部少輔殿過書二千石内

11／18同所 米 90石
＊

同人 同人
ト同

11／18同所 米 90石
＊

衛門太郎 同人
ト同

11／18関同所 米 150石 ＊ 助 同人
：1＊同

11／18とまり牛窓 米 80石
＊

左衛門二郎 同人
：i仙名兵部少輔殿過書

11／18同所 米 250石
＊

衛門二郎 同人 i・同

11／18同所 米 60石 324 12／21＊ 同人 同人 li＊合七艘札料足

a7 11／26関牛窓 山崎物 45石 169＊ 12／7 藤七大夫 衛門四郎
li＊起請在之

a8 11／27別所 米 51石 ＊

二郎
：1＊普広院殿三百石過書之内

11／27同 米 47石
＊ 衛門太口（郎）

ト同

11／27尼崎 米 325石
＊

二郎三郎
1・同

11／27松原 米 27．5石 ＊

二郎太郎 i・同

11／27槍嶋 米 65石
＊

12／1 衛門太郎
i口（文）普広院殿過書内

a9 12／5　同所（地下） 榑 70石〆 ＊

3／27 枝舩太口（郎）衛門 口 Ii＊榑三十支上、口用残百七十七文

12／5完（宍）咋 榑 120石〆 ＊

12／6 形部四郎 木や

i＊檜榑＋七支上百四＋文相当酒三＋茂榑上残公事納

a10 12／15番田 山崎物 75石 103＊ 12／22 大蔵 口 li＊札ヲ廿日書誤ナリ

a11 12／22・（地下） 塩飽 15石 ＊

12／22 堺三郎 ．i＊正廿七日上、七十七文代替

b1 3／26観音寺 山崎コマ 60石 667 4／9 与五郎 豊後や i
マメ i

b2 5／17伊部 マメ 120石＊ 1，693口 12／8 左近九郎 二郎三郎 Il＊サウ

大麦 50石 ：i経マメ五斗上同廿一日請取出了、マ

榑 60石〆 iメ上残公事分十二月八日

b3 11／2番田 山崎胡麻 50石 353 11／7 大蔵 衛門九郎
i

米シヲ i

b4 11／7栄嶋 あか 10石 477 11／26 五郎衛門 道観
i

米 40石＊
：i＊半双

c1 4／13三庄 備後 250石 950＊ 4／23 二郎左衛門 道観

c2 4／14宇多津 安富殿 国料 弾正＊ 法徳 i＊元ハ方本成葉舩頭

c3 6／16平嶋 材木 100石〆＊ 400 6／27 左近兵衛 衛門四郎
：1＊内檜木物三分一

6／16同所 ＊

彦四郎 同人
：i＊天龍寺五艘過書内

6／16同所 ＊

枝舟 同人 i洞皆納
c4 6／23犬嶋 米 5石＊ 270 6／26 惣阿 道祐 Ii＊サヌキ斗

小麦 13石＊ i・同

c5 8／14三原 塩 50石 80 8／16 又五郎 道祐
i

c6 8／26平嶋 材木 140石〆＊ 580 10／27 かうや彦四郎 衛門太郎
；1＊内ヒノ木半分

c7 12／15・（杭瀬） 米 2石＊ 60 同日＊＊ 枝舟同人（三郎）
：i＊同（ハんさう）、＊＊（12／16）

c8 12／17網干 米 40石＊ 衛門二郎 介三郎 ‘i＊はんさう

マメ 10石＊ i・同

12／17　、 米 30石＊ 枝舟、 、
Ii＊ハんさう

マメ 10石＊
：1＊同

12／17　、 米 60石ホ 左衛門二郎 、

：1＊はんさう

注）aは単品を積載している場合、bは複数物品を混載している場合、　cはその他の注意すべき事例をそれぞれ記載順に並べた。

　　①、④、⑤は原史料における数値をアラビア数字に変換する等の措置によって簡略化して示した。それ以外は記載通りとした。

　　（）内は筆者による注釈。
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④
数
量
、
⑤
関
銭
と
そ
の
納
入
日
、
⑥
船
頭
名
、
⑦
問
丸
名
、
の
七
つ
の
デ
ー
タ
が

斉
一
的
に
順
次
記
録
さ
れ
た
帳
簿
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
の
う
ち
、
本
稿
で
は

⑤
関
銭
に
特
に
注
目
す
る
。
表
1
で
例
示
さ
れ
た
史
料
を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
れ
は

船
一
艘
毎
に
単
一
の
物
品
③
に
対
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
表
で
は
a

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
ま
と
め
た
（
史
料
証
～
1
、
他
に
史
料
d
・
6
・
凸
～
σ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
a

　

し
か
し
、
③
で
複
数
物
品
が
登
録
さ
れ
て
い
る
船
で
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
物

品
毎
に
⑤
が
算
出
さ
れ
ず
に
合
算
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
表
1
で
中
段
の
b
と
し

て

ま
と
め
た
以
外
に
、
史
料
d
と
d
も
複
数
物
品
が
混
載
さ
れ
て
い
る
事
例
で
あ
る
。

な
か
に
は
「
国
料
」
（
表
の
史
料
己
）
、
「
過
書
」
（
史
料
茄
・
認
・
6
）
な
ど
と
し
て

関
銭
が
免
除
さ
れ
た
た
め
に
、
関
銭
の
記
載
を
欠
く
船
も
あ
る
。
但
し
、
後
者
の

「過
書
」
が
与
え
ら
れ
た
事
例
の
う
ち
史
料
泌
と
認
で
は
、
⑤
関
銭
は
記
載
さ
れ
て

い

な
い
が
、
④
物
品
の
数
量
は
明
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
集
計
す
る
の
に
④

で
行
っ
た
理
由
と
し
て
先
に
指
摘
し
た
う
ち
、
第
二
に
挙
げ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

ま
た
、
い
ず
れ
も
「
札
料
足
」
の
記
載
が
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

　
冒
頭
で
紹
介
し
た
新
城
論
文
で
は
、
物
品
の
関
銭
を
一
石
当
た
り
で
問
題
に
す
る

際
、
上
記
の
う
ち
単
一
の
物
品
が
積
載
さ
れ
て
い
る
船
に
原
則
的
に
限
っ
て
い
る

〔新
城

（
一
九

八
六
）
〕
。
こ
の
う
ち
一
部
は
、
「
例
外
」
と
し
て
除
外
し
て
い
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は
後
述
す
る
。

　
新
城

は
、
本
納
帳
の
基
本
的
性
格
を
「
升
米
」
徴
収
の
た
め
の
帳
簿
と
し
た
が
、

こ
れ
に
対
し
、
一
船
四
五
文
の
「
置
石
」
徴
収
の
た
め
の
帳
簿
は
、
小
林
保
夫
の
見

解

〔小
林

（
一
九

八

五
）
〕
と
同
様
に
、
文
安
元
年
一
一
月
一
五
日
か
ら
翌
年
二

月
一
六
日
ま
で
の
「
雑
船
納
帳
」
で
あ
る
と
論
じ
た
。
そ
し
て
、
両
納
帳
と
も
、
東

寺
油
倉
玉
叡
に
よ
る
直
務
支
配
と
関
係
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
〔
新
城
（
一
九
八

六
）
〕
。
な
お
、
こ
の
「
雑
船
納
帳
」
に
つ
い
て
、
全
文
の
翻
刻
と
解
説
を
行
っ
た
の

は
、
今
谷
　
明
で
あ
る
〔
今
谷
（
一
九
八
四
）
〕
。

②
単
品
積
載
船
に
よ
る
物
品
毎
の
検
討
－
関
銭
算
出
の
合
理
性

　
「
入
船
納
帳
」
に
戻
っ
て
、
物
品
毎
の
検
討
を
米
な
ど
の
農
産
物
か
ら
始
め
よ
う
。

各
物
品
毎
に
、
単
位
当
た
り
関
銭
（
以
下
、
「
関
銭
率
」
）
を
算
出
で
き
る
単
品
積
載

船
の
事
例
数
と
と
も
に
、
積
載
量
と
関
銭
率
の
各
々
に
つ
い
て
、
最
高
値
と
最
低
値

を
示
し
た
の
が
、
表
2
で
あ
る
。
後
の
表
4
、
表
7
も
同
じ
要
領
で
作
成
し
た
。

　
ま
ず
、
米
に
つ
い
て
は
、
新
城
も
詳
細
な
議
論
を
行
っ
て
い
る
〔
新
城
（
一
九
八

六
）
〕
。

　
新
城

は
「
米
価
を
規
定
す
る
も
の
に
は
、
年
毎
の
豊
凶
・
品
質
・
需
給
関
係
・
販

売
場
所
そ
の
外
、
さ
ま
ざ
ま
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
中
世
特
有
の
要
因
と
し
て
、
枡
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
様
性
が
無
視
で
き
な
い
」
と
指
摘
し
て
、
半
双
枡
、
讃
岐
枡
、
淡
路
枡
、
明
石
枡

を
取
り
上
げ
、
一
石
当
た
り
関
銭
の
違
い
を
示
し
て
い
る
。
枡
の
記
載
が
な
い
場
合

も
含
め
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
表
2
に
併
せ
示
し
た
。

　
ま
た
、
新
城
は
「
米
関
税
は
一
般
に
積
載
量
が
ご
く
少
量
の
場
合
、
例
外
的
に
非

　
　
　
　
エ

常

に
割
高
」
と
も
指
摘
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
を
「
例
外
」
と
し
て
、
一
石

当
た
り
関
銭
の
値
は
提
示
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
史
料
認
に
挙
げ
た
船
は
一
石
当

た
り
二
〇
文
を
超
え
て
徴
収
さ
れ
て
お
り
、
例
外
扱
い
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

「例

外
」
以
外
に
新
城
が
挙
げ
た
具
体
的
な
数
値
に
つ
い
て
も
、
表
2
に
併
せ
表
示

し
て
い
る
。
表
で
示
さ
れ
た
積
載
量
と
関
銭
率
の
各
々
に
つ
い
て
の
最
低
値
と
最
高

値
に
よ
れ
ば
、
積
載
量
の
最
低
値
が
そ
の
ま
ま
関
銭
率
の
最
高
値
に
な
っ
て
い
る
物

品
が
多
く
、
先
述
し
た
指
摘
の
正
し
さ
を
示
し
て
い
る
。

　
枡

に
関
す
る
新
城
の
見
解
に
対
し
、
半
双
枡
で
計
量
さ
れ
た
米
を
例
に
、
そ
の
積

載
量

別
一
石
当
た
り
関
銭
（
関
銭
率
）
を
示
す
と
、
表
3
の
よ
う
に
な
る
。
積
載
量

が
低
い
と
一
石
当
た
り
三
〇
文
（
表
1
の
史
料
σ
）
な
ど
、
極
端
な
数
値
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

お
り
、
大
量
が
運
ば
れ
て
い
る
ほ
ど
関
銭
率
が
逓
減
す
る
傾
向
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
米
以
外
の
農
産
物
に
つ
い
て
も
、
新
城
は
「
例
の
少
な
い
の
は
全
部
を
、
多
い
の
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表2　物品別関銭の状況（その1一米、農産物）

積載量 （石） 単位当たり関銭

新城（1986）の解釈 補足説明 最低値 最高値 最低値 最高値

事
　：
積i単位

　：
積i単位

　：
積i単位

　：
積i単位

物品

例
数

　‘

蓋
灘
　
i
（
文
）

　’量i当り　関銭

　1（文）

　1麓当り　i関銭

　i（文）

警
㍊
　
：
　
i
（
文
）
　
：

米 （1）半双枡　だいたい11～12文 61 　12i30 　190i10．6 　150i9．42
　12i30

（2）讃岐枡　だいたい13～14文

（3）淡路枡平均14文

（4）明石枡殆ど16文

（5）記載なし　だいたい15～18文

13

5
6
4
1

　…8118．8

　i
10i17

　…2α11．5　…＊3i33．3

　…50014　…60i12．4

　…
4α15．5　：300i7．67

　　…40011．75

　　…

　60i12．4
　　…
　20i11．5　　：

53．5i1．31

　18：18．8

　…
10i17　1＊25i16

　i
3i33．3

その他　五斗俵

三・四斗俵、ゐ川枡

10

4

　i＊13i16．2

　i

　…

55i1．09　
i

　…

55i1．09　
i

　…40i17．5

　
；

大麦 7．0文、7．6文、8．0文、9．7文 8
　：

3i21．7
　1
50i　7．6

　：

32i6．56
　：

3i21．7

小麦

大豆

ユ2文、14文、18文

9．0文、11．0文、14．0文、14．0文、

18。0文

5
5

　i6120

　…

6i20
　
1

　：
30iユ8．2
　…

32i9．38　
i

　…2311ユ．7

　…

32i9．38　
i

　：

7i2ユ．4
　i
22i20．2　
i

米豆

米大豆

豆

胡麻

山崎胡麻

山崎物

2
2
3
3
6
6

　　：
115i13．　O

　　i
　27ほ1．1　　：

　5i26
　　i
　10i26　　：

　13i3．46
　　i
20．5i2．68

　：
140i12．9
　i45i10．2　：55i13．6

　
i
2
0
2
7
．
3
　
：
1
2
0
i
O
．
4
6
　
i
1
5
0
i
O
．
3

　：
140i12．9
　…45i10．2　：55i13．6

　…
17i17．6　：120iO．46

　…
150iO．3

　：
115i13．0　
…
2
7
1
1
1
．
1
　
i
5
i
2
6
　
…
2
0
；
2
7
．
3
　
：
1
3
i
3
．
4
6
　
…
5
0
i
6
．
4

注）積載量の最低値・最高値が複数ある場合は（＊印）、その単位当たり関銭についてはいずれも高い値を記した。

　単位当たりの関銭の最高値についても複数の場合があり（＊印）、その積載量は低い値を記した。

表3　半双枡で計量された米の

　　　積載量別1石当たり関銭率

石

一“÷” 「

件
1
数
i

i　　（文／石）1石当たり関銭率

2～10 31114．5～ 30

11～20
gi　　I

12．11～ 12．67

21～30 14 i11　～ 12．17

31～40
10i

10．57～ 11．43

41～50
12i

19．42～ 11．33

51～60 8i 10．36～ 10．91

61～70 2　　1i10．43～ 10．64

71～80 2i 10．56～ 10．67

81～90 1 i10．56
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は
平
均
値
を
か
か
げ
る
。
但
し
、
先
の
米
同
様
、
積
荷

が
極
め
て
少
な
い
場
合
、
関
税
が
非
常
に
割
高
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

が
、
か
か
る
例
外
的
な
も
の
は
計
算
に
入
れ
な
い
」
と

し
て
お
り
、
同
様
に
例
外
を
設
け
て
い
る
。

　
農
産
物
に
続
い
て
、
次
に
塩
を
検
討
す
る
（
表
4
）
。

納
帳
に
見
え
る
塩
に
つ
い
て
、
そ
の
一
石
当
た
り
関
銭

を
い
ち
早
く
算
出
し
た
の
は
武
藤
　
直
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
「
塩
」
と
対
比
し
て
「
地
名
指
示
商
品
」
（
「
備
後
」

の
他
、
「
阿
賀
」
、
「
小
嶋
」
、
「
三
原
」
、
「
嶋
」
、
「
託
間
」
、

「方
本
」
、
「
塩
飽
」
な
ど
）
が
塩
で
あ
る
と
の
通
説
を

支
持
し
た
上
で
、
こ
の
う
ち
「
備
後
」
は
高
率
ゆ
え
、

先
の
通
説
に
対
し
て
些
か
疑
念
を
表
明
す
る
な
ど
、
若

干
の
議
論
を
付
加
し
て
い
る
〔
武
藤
（
一
九
八
一
）
〕
。

　
塩

に
つ
い
て
新
城
は
「
関
税
に
は
季
節
的
な
較
差
が

見
ら
れ
る
」
と
し
た
上
で
、
具
体
的
に
は
＝
般
に
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
さ

半
期
に
入
り
、
塩
関
税
は
低
落
す
る
」
と
指
摘
し
て
お

り
、
武
藤
　
直
も
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
個
々

の

物
品
に
対
す
る
既
往
の
指
摘
は
、
具
体
的
に
表
4
に

併
せ
示
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
武
藤
、
新
城
に
よ
る
解
釈
に
含
ま
れ
て

い

る
問
題
は
、
と
く
に
引
田
塩
に
つ
い
て
典
型
的
に
現

れ
て

い

る
。
表
5
は
、
引
田
に
所
属
す
る
船
が
積
載
し

た
塩
を
入
船
の
順
に
示
し
た
リ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
れ
を

見

る
と
、
新
城
が
「
前
半
期
」
、
武
藤
が
具
体
的
に
二

～
五
月
と
表
現
し
て
い
る
船
は
、
最
大
で
も
三
〇
石
を

運
ぶ
に

過
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
新
城
が
「
九
月
以
降
」
、

武
藤
が
「
九
・
一
〇
月
」
と
表
現
し
て
い
る
三
艘
は
、

表4　物品別関銭の状況（その2一塩類）

積載量 （石） 単位当たり関銭

最低値 最高値 最低値 最高値

新城（1986）の解釈 補足説明 事 　1積i単位 積i単位 　．積i単位 積i単位
例
数

載i当り量i関銭 載i当り
量i関銭

載i当り量i関銭 載i当り
量楠銭

物品 i（文） i（文） i（文） i（文）

塩 三原船　前半期4文前後～若干上

　　　　後半期3文

58 　1
1816．11　
i

　；＊9α3．78

　i

50i　1β
　
i

18i　6ユ1
　
i

嶋船・

　塩飽船　通じて2文台多い

16

8

3
7
i
2
9
7
2
5
1
　
4
　
：

5
・
・
1
・
8
6
＊
4
0
α
2
．
8
8
　
　
：

3
7
・
i
輻
6
8
2
3
0
i
　
2
．
2
6
　
1

＊
4
・
｝
3
2
5
i
　
4
　
1

引田船　前半期6、7文台あり

　　　　9月以降2文台に急落

武藤　2－5月722文
　　　9－10月2．68文

9 6i10．8　
i

14α2．57　
1

14α2．57　
i

6i108　
1

三原、

　嶋　上記とほぼ同率

小嶋塩　3文～5文台

他に、宇野船（1）、

　方本（3）、松江船1

　「三原塩」を含む 71

22

41

　
i
　
i
＊
1
5
i
　
6
．
6
7
6
0
i
　
3
4
i
　
1
5

　
l
　
i
＊
g
o
i
　
3
．
5
5
3
2
0
i
　
2
5
　
：
3
0
0
i
　
3
．
6
7

　
i
　
i
7
0
i
　
3
．
1
4
　
：
2
8
0
i
　
1
．
9
5
　
1
2
8
0
i
　
2
．
3
9

　
i
　
i
1
5
i
　
6
．
6
7
6
0
i
　
3
4
i
　
1
5

備後塩　前半期　7文前後が多い

　　　　後半期　5文台が大半

180 15i　867
　
1

　　1＊500i　6．49

　　1

250i　38

　i

15i　8．67

　
i

たくま　3文前後 16 　165i　3．08 　1350i　2潟6 　1300i　2．15 　1110i　3．27

アカ 地名指示商品 43 15i667 110ia27　： 11・i327
1
5
i
仕
6
7
　
：

阿賀

方本

塩飽

cf武藤（1981）

9
1
8
6

10i　10
20i　5　：15i　5．13

　75i　3．73　　1＊280i　2．93　　：370i　2．38

5
0
i
　
3
．
6
　
1
1
7
α
2
．
3
5
　
；
3
7
0
i
　
2
．
3
8

10i　10
20i　5　：15i　5．13

東山 6 15i667 7・i429 7・i429
1
5
i
　
6
．
6
7
　
：

手嶋

他に、田嶋（1）

3 50i　4　
i

16α　2．5　
i

160i　2、5　
i

50i　4　
i

阿波塩

アコウ塩

引田（塩）（2）

5
1

　
i
2
5
i
　
4
　
：
3
5
i
　
4
．
5
7
　
i

　i165i　2．06

　
i
　
…

　illoi　1．82

　
i
　
i

　i25i　4

　
i
　
…

注）表2と共通。
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七
五
石
以
上

を
積
載
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
九
・
一
〇
月
以
降
に
関
銭
率
が
下
が

る
の
は
、
大
量
を
運
ん
で
い
る
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
お
け
る
高
率
は
、
先
の

農
産
物
の
場
合
と
同
様
に
、
積
載
量
が
低
い
た
め
に
、
極
端
な
値
と
な
る
と
い
う
傾

向
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
季
節
的
な
較
差
」
に
対
し
て
は
、

注
意
深
く
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
事
例
数
の
多
い
「
三
原
」
や
「
備
後
」
で
検
討
し
て
み
る
と
、
「
季
節

的
な
較
差
」
は
や
は
り
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
事
例
数
が
塩
の
中
で
は
最
も
多
い
「
備

後
」
に
つ
い
て
示
し
て
お
こ
う
。
表
6
は
、
「
備
後
」
の
一
石
当
た
り
関
銭
（
関
銭

率
）
を
、
通
関
し
た
月
別
、
積
載
量
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
じ
月
で
見
る
と
、

積
載
量
が
大
量

で
あ
れ
ば
、
関
銭
率
が
低
く
な
る
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

同
じ
積
載
量
で
見
る
と
、
月
が
進
む
に
つ
れ
、
関
銭
率
も
徐
々
に
逓
減
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
視
覚
に
訴
え
る
た
め
に
グ
ラ
フ
で
表
し
た
の
が
、
図
1
で
あ
る
。
一
～
五

月
、
六
～
八
月
、
九
～
一
二
月
の
三
時
期
に
分
け
、
そ
の
積
載
量
を
横
軸
、
そ
れ
に

対
し
て
徴
収
さ
れ
た
関
銭
を
縦
軸
に
と
っ
た
散
布
図
の
形
で
示
し
た
。
時
期
が
下
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
れ
、
傾
き
が
緩
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
図
2
は
、
三
原
の
船
が
運
ん
だ

「
塩
」
と
三
原
以
外
の
船
に
よ
る
「
三
原
」
に
つ
い
て
、
五
月
ま
で
と
六
月
以
降
の

二
時
期
で
ド
ッ
ト
の
種
類
を
区
別
し
て
各
々
を
一
つ
の
図
に
示
し
た
散
布
図
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

六

月
以
降
の
ド
ッ
ト
が
下
に
来
て
い
る
。
月
別
の
傾
向
は
、
本
章
の
末
尾
で
示
す
。

　
武

藤
は
、
「
備
後
」
な
ど
「
地
名
指
示
商
品
」
に
つ
い
て
、
積
載
し
た
船
の
所
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

地

別
に
一
石
当
た
り
関
銭
率
を
計
算
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
船
の
所
属
地
に
よ
る

相
違
が
明
ら
か
に
指
摘
で
き
る
な
ら
ば
、
地
理
学
の
観
点
か
ら
は
興
味
深
い
。
そ
こ

で
、
船
の
所
属
地
毎
の
関
銭
率
を
検
証
し
て
み
た
が
、
季
節
に
よ
る
変
動
の
方
が
よ

り
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
船
の
所
属
地
に
よ
る
相
違
と
い
う
論
点
か
ら
の
説
明
力
は
、

残
念
な
が
ら
弱
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
海
産
物
な
ど
に
つ
い
て
は
、
新
城
が
提
示
し
た
値
も
併
せ
、
表

7
に
示
し
た
。
例
え
ば
、
史
料
誠
に
挙
げ
た
小
鰯
の
事
例
は
、
一
駄
当
た
り
一
四
．

八
文

と
な
り
、
⊃
一
～
一
三
文
が
多
い
」
と
い
う
傾
向
と
は
違
う
例
外
と
見
な
さ

引田船による塩のリスト表5

1石当たり関銭（文）船頭物品　数量　単位　関銭（文）地名月日

10．83

4．8

3．67

　6

7．5

　7

2．57

2．67

2．8

スケベエ

ヨコヤマ

タロウタユウ

サエモンシロウ

スケジロウ

ヒョウエタロウ

ヨコヤマ

ギョウブシロウ

ジロウクロウ

65

120

110

90

75

70

360

320

210

ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク

コ
　
コ
　
コ
　
コ
　
コ
　
コ
　
コ
　
コ
　
コ

　6

25

30

15

10

10

140

120

75

オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ

シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ

ヒケタ

ヒケタ

ヒケタ

ヒケタ

ヒケタ

ヒケタ

ヒケタ

ヒケタ

ヒケタ

203

303

317

320

322

522

909

909

1020

表6　備後（塩）の1石当たり関銭率、通関月別・積載量別のクロス集計

　　　石

月

’’” 1件i～100石
数i　　以下　　1

’…’ 1件i～200石
数i　　以下　　1

一’一 「

件i～300石
釧
　
　
　
以
下
　
　
1

’”－ 1件i～400石
数i　　以下　　1

⌒一一⌒ 「

件i401石以上
数i

2～4 7i6．36～7．42 18i5．67～7．16 2i3．8～6．48 3i6．25～6．56 1i6．49

5 3i6．06～6．33 16i5，67～6．67 1i5．43 o
i

6・7 5i5．75～6．33 26i5．2～6．3 10i5．45～5．78 3i5．53～5．56 2i5．49～5．56

8
4
i
　
6
～
8
．
6
7
　
1

　．
7i5．63～5．80

　‘
2i5、53～5．63 1i5．49

9 8i5．71～6．67 12i5．23～5．90 4i5．17～5．8 3i　5　～5．71 2i5．09～5．11

10 4i5．45～5．75 3i5．25～5．29 　‘

215　～5．18 2i5ユ4～5．14 oi

11・12
　　，

13i5．5～7．5
　1
9i5．23～5．88

　1
4i5．17～5．6

　1
3i5．11～5．63

　1
1i5．2
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3000
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R
桓2000

　1500
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　0

500
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600

4000

3500

3000

　2500
寂
藪2000
認

　1500

1000

500

0

6～8月

0 100 200　　　　　300　　　　　400

　　積載量（石）

100 200　　　　　300　　　　　400

　　積載1（石）

500 600

500 600

図1備後塩の積載量と関銭との関係

三原船による塩

　400

350

300

　250
我
顧200
題

　150

100

50

0

　0 20

「三原」（塩）

　　400

■2－5月
06－12月

350

300

40　　　　60
積載量（石）

80 100

　250
寂
蚕200
題

　150

100

50

0

　0

　　　　把

声

20

畠9

40　　　　60
積載量（石）

5零゜◆

80

■1－5月
◆6－12月

100

図2　三原塩の積載量と関銭との関係
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表フ　物品別関銭の状況（その3一海産物とその他；但し、塩を除く）

積載量 （石） 単位当たり関銭

新城（1986）の解釈 補足説明 最低値 最高値 最低値 最高値

事
例
数

積i単位
璽当り

積i単位
璽当り

積i単位

塾剴
積i単位
璽当り

i関銭 i関銭 i関銭 i関銭
物品 ；i（文） Ii（文） li（文） Li（文）

アラメ

ナマコ［合］

小鰯　［駄］

3」文、33文、50文

α4文（6例）、α5文（6例）、08文（1例）

11～13文が多い

［石］

6
1
4
5
2
3

　　：
　20i5
　　…傘200iO，6　　1傘10i15

　　…

　5i22

　　：
140i　2．86

　　…牢350iO4　　：　33i　18．8

　　…

　40i　12．5

　：
140i2．86

　i350iO．39　：

13i846
　…
30i10．3

　　：
20i5

　　i

250iO．88
　　i33118．8

　…
　5i22

少鰯　［駄］

鰯

［石］

［束］

15

2
1

　…16111．3　…25i12．6

　…120i17．5

　i2811α7

　…

30i　12　
1

　i2811α7

　i
30i12　
i

　i20112．5　i25i12．6

　
i

大鰯

赤鰯

［駄］

［石］ 2
2

　：
25i16
　…

5α20

　：
40i　12．5

　…120i　17．9

　：
40i12．5

　i120i17．9

　：
25i16
　i
50i20

サバ 30文 1
　110i30 i i i

塩鯛　［石］ 21文 ［駄］ 1
　…

25i20．8 i i i
かに

クラゲ

［駄］

［桶］ 1
1

　：
4i20

　…
1
0
i
4
．
5
　
：

1
｝

i
i

i
i

銭　　［貫］ 15文 1
　：
10i14．5 ｝ i i

苧　　［束］

藍

15文（7例）、16文（1例）

11文前後が多い
9
1
2

：
6
i
2
0
…
2
i
4
0

　165i14．5
　…

60i10

　160i14．5
　…
60i10

　150121
　…

2i40
錘　　［枚］

壼大小

α7文、α8文

26文、2．6文、53文 ［個］ 1
5

　1150iOβ
　i
15i5．33

　：
20α073
　i70i243

　　：

200iα73
　…
70i243

　…15010．8

　i
1515．33

古ツホ 5．4文 ［個］ 1
　…4015．5 i ｝ i

三
一一一一一一一一会与・⌒一一、一一一 一一

： 一…一一一
十一一一一…

一一一一一
トー一一…

…一一一十一一一

にし

かし上

12文

1
1

15i　12
　…3
5
i
3
．
7
1
　
：

i
i

i
l

i
i

材木

クレ

松

30文前後

30文前後

3．1文、36文、36文、50文

29

233

　4

　：
60i3．33　：3引3．71

　…20i5

　：
30012．73
　…
35α27
　i70i3．14

　：12012
　i
160iα38
　i70i3．14

　：
70i4．43　：35i3．71

　i20i5

ホウノ木 1
　1
35i3．86 1 i i

檜材木 1
　…
180i5．56　： l

l

i
‘

l
I注）積載量の単位は、物品名の後に［］内に特記したもの以外は石。他は、表2と共通。
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れ
て

い
る
。

　
図
3
は
、
榑
の
積
載
量
別
一
石
当
た
り
関
銭
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
散
布
図

で
は

な
く
、
棒
グ
ラ
フ
の
形
と
し
、
関
銭
率
の
幅
を
縦
線
で
示
し
た
。
さ
ら
に
、
関

銭
に
つ
い
て
何
ら
か
の
注
記
が
あ
る
場
合
、
関
銭
率
が
極
端
に
低
く
な
っ
て
い
る
。

図
で
は
そ
の
注
記
を
A
～
J
で
示
し
た
。
図
の
よ
う
に
関
銭
率
が
極
端
に
低
く
な
っ

た
の
は
、
そ
こ
で
注
記
さ
れ
た
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
B

は
、
史
料
に
お
け
る
記
載
を
表
1
の
沮
に
示
し
た
。
ま
た
、
A
と
D
は
、
史
料
鵠
に

当
た
る
。
い
ず
れ
も
関
銭
の
一
部
が
現
物
で
納
入
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。

　
ま
た
、
材
木
に
つ
い
て
、
同
様
に
積
載
量
別
一
石
当
た
り
関
銭
率
を
示
し
た
棒
グ

ラ
フ
が
、
図
4
で
あ
る
。
榑
と
同
様
に
、
▼
印
の
注
記
の
場
合
、
関
銭
率
が
低
い
。

図
の
注
釈
に
示
し
た
よ
う
に
、
百
文
を
加
算
す
る
と
関
銭
率
は
他
と
同
程
度
と
な
る

こ
と
か
ら
、
百
文
分
を
「
柾
」
で
支
払
う
意
味
内
容
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
と
は
反

対
に
、
「
内
ヒ
ノ
木
半
分
」
（
表
1
の
史
料
c
6
参
照
）
、
「
内
檜
木
物
三
分
一
」
（
同
史

料

己
参
照
）
と
い
う
注
記
が
あ
る
と
、
関
銭
率
は
割
高
と
な
っ
て
い
る
。
「
檜
」
が

高
額
で
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
と
み
ら
れ
る
。

　
以
上
の
検
討
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
積
載
量
が
少
量
で
あ
れ
ば
、
関
税
は
割
高
で

あ
る
と
い
う
傾
向
を
新
城
は
指
摘
し
た
が
、
こ
の
傾
向
は
総
じ
て
ど
の
物
品
に
も
共

通

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
表
2
、
4
、
6
で
、
積
載
量
の
最
低
値
が
そ
の
ま
ま
単
位

当
た
り
関
銭
率
の
最
高
値
に
な
っ
て
い
る
物
品
が
多
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
積
載

量

が
増
加
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
単
位
当
た
り
関
銭
率
は
逓
減
す
る
と
い
う
関
係
が
傾

向
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
先
述
し
た
三
つ
の
表
で
、
逆
に
、

積
載
量
の
最
高
値
が
、
ほ
ぼ
単
位
当
た
り
関
銭
率
の
最
低
値
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で

予
想
さ
れ
る
。
さ
ら
に
厳
密
に
は
、
表
3
（
半
双
枡
に
よ
る
米
）
、
表
6
（
備
後
）
、

図
3
（
榑
）
、
図
4
（
材
木
）
で
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
傾
向
は
、
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
問
題
に
す

る
に
は
、
あ
る
物
品
を
単
品
で
積
載
し
て
い
る
全
て
の
船
に
つ
い
て
、
そ
の
関
銭
値

を
考
察
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
数
は
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
よ
り
厳

文／石

3 ■　　●　　●　・　A　、　一　●　●　●
■．一

・　● ． ● ■　　●　… ・　・　　一　　一 ・ ’ ・ ● ●　．　・　　一 ・・一一■●■●・・一・●●■●●●●●φ・●■●■●■一●一◆●●●一●一■●■●P●■●●一一●一一■●●

A c

2
F

1
o ［

6
8 H 1」

0

350石
3　（艘）

鋤2鋤2卿3㌣120130140150160170180
24　19　33　25　17　16　23

200
　3

積載量（石）

価
泌

35
2

50　60　70　80

1　2　1120

0

A：「榑三十支上、口用残百七十七文」B：「榑百廿四支上、榑代金定」C：「榑一束上残」

D　「檜榑十七支上、百四十文相当、榑上残公事納」　E：「榑百二十支上、榑才公事」F：「榑一束上代八十文、才公事」

G　「榑百五十支上内、榑残公事」H：「榑百五十支上内、榑除定」1：「榑二百支上、榑代金定」J：「榑二百支上、榑金定」

図3　榑の積載量別1石当たり関銭率
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㌔
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旅
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　　　　▼　12／12先浜「柾三丁上内」「柾三丁除定代百文」との注記

　　　　　　（100文を加算すると、1石当たり関銭率は2β3文）

　　　　　　図4　材木の積載量別1石当たり関銭率
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図5　備後塩の積載量（百石以下）と関銭との関係

99



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第113集2004年3月

密
に
考
察
で
き
る
。

　
本
章
で
対
象
と
し
て
い
る
単
品
積
載
船
で
最
も
多
く
運
ば
れ
て
い
る
の
は
榑
な
の

で

あ
る
が
、
榑
に
つ
い
て
は
、
図
3
に
示
し
た
よ
う
に
、
極
端
に
関
銭
が
低
い
事
例

も
含
ま
れ
、
傾
向
を
捉
え
る
の
に
は
最
適
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
、
次
に
多
い
備

後
を
取
り
上
げ
、
百
石
以
下
の
備
後
に
対
す
る
関
銭
に
つ
い
て
の
散
布
図
を
作
成
し

た
。
そ
れ
が
図
5
で
あ
る
。
時
期
に
よ
っ
て
三
つ
に
分
け
た
図
1
の
グ
ラ
フ
に
つ
い

て
、
百
石
以
下
の
み
を
一
つ
に
ま
と
め
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
図
で
、
右

側
、
す
な
わ
ち
量
が
多
い
ほ
ど
関
銭
の
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
く
な
る
が
、
こ
れ
は
先
述

の

よ
う
に
、
季
節
に
よ
る
変
動
の
た
め
と
解
釈
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
左
側
は
バ

ラ
ツ
キ
が
小
さ
い
。
右
側
に
開
け
た
末
広
が
り
の
形
と
な
り
、
左
は
一
点
に
収
敏
し

て

い

る
よ
う
に
見
え
る
。
左
端
、
す
な
わ
ち
y
軸
上
は
原
点
を
通
ら
ず
、
y
切
片
が

五
〇

文
付
近
に
な
る
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
関
銭
と
し
て
一
艘
毎
に
予
め
一
律

五
〇

文
程
度
が
徴
収
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
上
述
の

よ
う
に
、
積
載
量
が
増
加
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
単
位
当
た
り
関
銭
率
は
逓

減
す
る
と
い
う
関
係
が
傾
向
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
は
、
積
載
量
が
大
量
で
あ
る
と
、

予
め

加
算
さ
れ
た
五
〇
文
程
度
の
分
の
影
響
が
小
さ
く
な
る
か
ら
で
あ
る
と
説
明
で

き
る
。
ま
た
、
新
城
が
⊃
般
に
積
載
量
が
ご
く
少
量
の
場
合
、
例
外
的
に
非
常
に

割
高
」
と
指
摘
す
る
傾
向
は
、
そ
の
影
響
が
よ
り
大
き
い
た
め
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
考
え
る
べ
き
は
、
五
〇
文
程
度
と
い
う
y
切
片
の
意
味
で
あ
る
。
全
て
の
船

に
対
す
る
関
銭
を
実
際
に
見
て
み
る
と
、
五
文
の
端
数
を
伴
う
下
二
桁
で
、
最
頻
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

と
な
っ
て
い
る
の
は
四
五
文
で
あ
り
（
表
8
）
、
関
銭
の
最
低
値
で
も
あ
る
。
先
述

し
た
y
切
片
を
四
五
文
と
考
え
て
、
何
ら
矛
盾
を
生
じ
な
い
。

　
四

五
文

と
言
う
と
、
置
石
が
想
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
新
城
に
よ
る
と
、
升
米
が

上
り
の
船
か
ら
徴
収
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
置
石
四
五
文
は
下
船
（
帰
航
船
）
が
対

　
　
　
　
　
　
　
お
　

象
で
あ
る
と
い
う
。
先
に
指
摘
し
た
y
切
片
の
四
五
文
と
は
、
新
城
に
よ
る
指
摘
に

も
拘
わ
ら
ず
、
上
り
の
船
に
対
し
て
も
、
予
め
四
五
文
の
置
石
が
徴
収
さ
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
　

こ
と
を
意
味
す
る
可
能
性
は
想
定
し
て
も
よ
か
ろ
う
。

表8　関銭が5文の端数を伴う下2桁の事例数

95857565

0845

55

11

25

5

35 45

231

1505

41

関銭の下2桁

事例数（艘）

表9　備後の入船月別1石当たり

　　　正味の平均関銭

表10　米などの単位当たり

　　　正味の平均関銭

備後（塩） 三原の船の「塩」

月 艘 平均関銭 艘 平均関銭

2 3 6．45 2 3．28

3 8 6．13 3 3．32

4 20 6．15 12 3．27

5 22 5．61 6 3．01

6 10 543 2 2．70

7 31 5．45 13 2．74

8 17 5．44 7 2．52

9 29 5．23 5 2．82

10 11 5．00 5 2．56

11 18 5．04 1 2．81

12 11 5．40 2 2．71

（参考：三原の船による「塩」）

物品 艘 平均関銭

米（枡の記載なし） 41 13．35

（讃岐枡） 10 11．05

（半双枡） 61 10．05

米豆 2 12．59

大麦 8 6．18

小麦 5 13．21

豆 3 13．51

塩（田嶋） 1 4．44

嶋（9～12月） 8 1．81

アカ 43 3．13

少鰯 15 9．23

赤鰯 2 17．97

材木 29 2．54

注）　単位：小鰯が駄である以外、石。
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そ
こ
で
、
本
章
で
の
結
論
と
し
て
、
関
銭
は
、
置
石
と
し
て
の
四
五
文
に
、
百
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
　

の
一
税
と
し
て
の
升
米
が
加
算
さ
れ
た
も
の
と
い
う
仮
説
を
提
示
し
た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
想
定
を
し
て
み
る
と
、
百
分
の
一
税
で
あ
る
升
米
は
、
登
録
さ
れ
た

関
銭
の
値
か
ら
四
五
文
を
引
い
た
値
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
逆
に
、
そ
れ
を

百
倍
す
る
と
、
そ
の
物
品
の
当
時
に
お
け
る
価
額
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
備
後
に
つ
い
て
、
四
五
文
の
置
石
分
を
差
し
引
い
た
残
り
か
ら
算
出
さ
れ
た
正
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

の
平
均

関
銭
（
一
石
当
た
り
）
を
各
月
別
に
示
し
た
の
が
、
表
9
で
あ
る
。
二
月
か

ら
徐
々
に
逓
減
し
、
一
〇
月
に
底
を
打
ち
、
一
二
月
は
六
～
八
月
と
同
水
準
に
ま
で

上
が
っ

て

い

る
こ
と
が
判
る
。
残
念
な
が
ら
史
料
の
制
約
か
ら
一
月
の
値
は
判
明
し

な
い
が
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
価
額
が
低
下
し
た
の
ち
反
転
し
、
い
ち
早
く
二
月
に

は
最
も
高
額
に
な
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
辿
る
の
で
あ
ろ
う
。
表
で
は
参
考
の
た
め

に
、
淡
路
三
原
の
船
が
積
載
し
た
「
塩
」
に
つ
い
て
も
、
正
味
の
平
均
関
銭
を
同
様

に
算
出
し
、
併
せ
記
し
て
お
い
た
。
月
別
の
関
銭
率
の
変
化
は
類
似
の
傾
向
を
示
し

て

い

る
が
、
そ
の
値
は
、
備
後
の
ほ
ぼ
半
額
程
度
で
あ
る
。
逆
に
、
備
後
は
高
価
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

　
さ
ら
に
、
備
後
以
外
で
次
章
で
問
題
に
す
る
物
品
に
限
っ
て
、
単
位
当
た
り
正
味

の
平
均

関
銭
を
表
1
0
と
し
て
掲
げ
た
。
な
お
、
こ
の
表
で
「
艘
」
の
項
目
は
、
関
銭

が
徴
収
さ
れ
た
単
品
積
載
船
の
延
べ
数
で
あ
る
。

③
複
数
物
品
の
混
載
と
関
銭
免
除
の
船
へ
の
仮
説
の
適
用

第
一
節
　
研
究
目
的
と
船
籍
地
の
選
定

　
前
章
で
は
結
論
と
し
て
、
「
納
帳
」
に
登
録
さ
れ
た
関
銭
が
、
一
艘
当
た
り
一
律

四
五
文
の
置
石
に
加
え
て
、
物
品
総
価
額
の
百
分
の
一
を
積
算
し
た
も
の
と
い
う
仮

説
を
提
示
し
た
。
こ
の
仮
説
に
従
え
ば
、
た
と
え
関
銭
が
複
数
の
物
品
に
つ
い
て
の

積
算
値
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
積
算
基
準
を
合
理
的
な
形
で
推
察
で
き
る
。
本
章
で
は
、

船
籍
地
別
に
集
計
・
整
理
さ
れ
た
関
銭
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
船
一
艘
毎
に
積
載
物

選定された船籍地の基本的登録データと推計される正味の関銭（単位文）表11

船 物品 積　載　量 関銭 登録関 運搬された物品 登録値 推計正
船籍地

（艘） （件） 数 （石）　　石以外 免除 銭（文） （下線は関銭免除対象物品） の正味 味総計

播磨国松江 50 51 8 2，772．5 4 12，095 丞豆、大豆、山崎物、塩、 10，025 12，210

三幽、アカ

播磨国網干 62 96 11 2，102　171駄400合 5 16，213 巻大麦、小麦、大豆、豆、胡麻、 13，648 15，416

小鰯、少鰯、ナマコ、アカ、阿賀

淡路国由良 117 117 5 14，753 10 38，757 ク上、璽波塩、小嶋、三原、藍 33，942 36，838

淡路国三原 62 62 2 3，500 3 12，740 米、　　　　　　　塩丘坦 10，085 10，468

讃岐国嶋 23 26 7 4，920　60駄 0 12，860 米、大麦、小麦、材木、塩（嶋）、 11，825 同左

小嶋、少鰯

備前国犬嶋 12 15 5 2，448 0 14，375 米、米豆、豆、小麦、備後 13，835 同左

備後国田嶋 19 25 7 5，407 2 31，430 米、小麦、豆、赤鰯、塩幽、 30，575 32，895

備後、クレ

讃岐国野原 13 23 6 2，247 1 14，385 米、大麦、小麦、豆、赤鰯、方杢 13，845 14，263

伊予国弓削 26 28 3 3，713 4 20，490 豆、赤鰯、遁後 19，320 23，183

阿波国海部 56 56 1 9，440 3 25，707 クレ 23，322 24，515

土佐国甲浦 26 26 2 3，830 4 8，645 クレ、材杢 7，655 9，513
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品
を
吟
味
し
、
ま
ず
は
価
額
に
基
づ
い
た
積
算
値
を
跡
付
け
る
よ
う
試
み
る
。
こ
れ

を
第
一
の
研
究
目
的
と
し
、
第
二
節
で
扱
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
上
述
の
仮
説
に
よ
れ
ば
、
関
銭
免
除
の
た
め
に
関
銭
の
値
が
た
と
え
記

載

さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
そ
の
値
を
推
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
推
定

が
第
二
の
研
究
目
的
で
あ
り
、
第
三
節
で
論
じ
る
。
な
お
、
関
銭
の
記
載
が
な
い
船

の

延
べ
数
は
、
表
1
1
の
「
関
銭
免
除
」
の
項
目
に
示
し
た
。

　
次

に
、
一
〇
七
ヶ
所
が
知
ら
れ
る
②
船
籍
地
の
う
ち
、
具
体
的
な
検
討
の
対
象
と

す
る
船
籍
地
を
選
定
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
の
よ
う
な
条
件
を
ま
ず
掲
げ
た
。

ア
）
積
載
物
品
の
総
量
が
三
、
○
○
○
石
以
上
、
ま
た
は
登
録
さ
れ
た
関
銭
の
総
額

が
一
二
、
○
○
○
文
（
一
二
貫
文
）
以
上
に
の
ぼ
る
。

イ
）
積
載
物
品
が
、
他
と
混
載
さ
れ
ず
に
単
一
で
積
載
さ
れ
た
船
が
あ
る
こ
と
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

物
品
一
単
位
当
た
り
の
関
銭
額
が
算
出
で
き
る
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ウ
）
全
て
の
船
に
関
銭
の
記
載
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
三
つ
の
条
件
を
満
足
さ
せ
る
の
は
、
讃
岐
国
嶋
［
3
3
］
と
備
前
国
犬
嶋

［
4
0
］
の
み
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
混
載
さ
れ
た
船
の
例
が
あ
り
、
今
回
の
分
析
の
う

ち
、
第
一
の
研
究
目
的
に
相
応
し
い
。

　

さ
ら
に
、
第
二
の
研
究
目
的
に
即
応
す
る
候
補
は
、
関
銭
が
免
除
さ
れ
て
い
る
事

例

を
持
つ
も
の
と
な
る
。
上
記
の
条
件
ウ
）
の
基
準
を
、
関
銭
の
記
載
が
な
い
船
に

つ
い

て
、
全
て
物
品
と
数
量
は
記
載
さ
れ
て
い
る
と
緩
め
た
場
合
、
播
磨
国
松
江

［
0
6
］
・
網
干
［
2
1
］
、
淡
路
国
由
良
［
1
8
］
・
三
原
［
2
6
］
、
讃
岐
国
野
原
［
4
5
］
、
備

後
国
田
嶋
［
6
6
］
、
伊
予
国
弓
削
［
7
0
］
、
阿
波
国
海
部
［
訂
］
、
土
佐
国
甲
浦
［
U
］

が
該
当
す
る
。
関
銭
の
記
載
を
欠
い
て
い
る
船
に
つ
い
て
も
（
そ
の
延
べ
数
は
、
表

11

の

「
関
銭
免
除
」
の
項
を
参
照
）
、
物
品
名
と
数
量
の
デ
ー
タ
か
ら
関
銭
は
推
定

可
能
で
、
第
二
の
研
究
目
的
に
適
う
。

第
二
節
　
混
載
さ
れ
た
複
数
物
品
毎
の
振
り
分
け

　
第
一
の
研
究
目
的
に
つ
い
て
、
ま
ず
讃
岐
国
嶋
に
関
す
る
考
察
結
果
を
示
し
た
い
。

嶋
の
船
と
し
て
登
録
さ
れ
た
延
べ
二
三
艘
の
う
ち
、
複

数
物
品
が
混
載
さ
れ
た
事
例
は
三
例
あ
る
（
表
1
2
）
。

　
六

月
一
九
日
の
船
は
小
麦
と
大
麦
を
積
載
し
た
が
、

各
々
の
一
石
当
た
り
正
味
の
関
銭
平
均
値
（
一
三
・
二

一
と
六
・
一
八
、
表
1
0
参
照
）
を
用
い
、
一
、
〇
五
七

文

と
六
一
八
文
、
計
一
、
六
七
五
文
と
計
算
さ
れ
、
実

際
の
値
一
、
五
四
五
文
に
近
い
値
が
得
ら
れ
た
。

　
次

に
、
一
一
月
七
日
の
船
に
つ
い
て
は
、
塩
二
五
〇

石

と
少
鰯
六
〇
駄
が
積
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
塩

は
地
元
の
嶋
（
小
豆
島
）
で
生
産
さ
れ
た
塩
と
推
定
さ

れ

る
が
、
図
2
で
示
さ
れ
た
三
原
の
「
塩
」
と
同
様
、

秋
以

降
価
額
が
低
く
な
る
の
で
、
九
～
一
二
月
の
一
石

当
た
り
正
味
の
関
銭
平
均
値
一
・
八
一
文
（
表
1
0
の

「嶋
」
）
を
採
用
し
た
。
そ
こ
で
、
四
五
二
・
五
文
と
推

定
さ
れ
る
。
ま
た
、
少
鰯
に
つ
い
て
は
、
一
駄
当
た
り

正
味
の
関
銭
平
均
値
九
・
二
三
文
を
用
い
て
五
五
四
・

一
文
と
推
算
さ
れ
、
計
一
、
○
〇
七
文
と
な
る
。

た
か
ら
、
実
際
の
値
一
、

　

最
後
に
、
一
二
月
一
五
日
の
船
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

材
木
二
五
・
四
文
と
計
算
さ
れ
、

文
で
あ
る
。

　
次

に
備
前
国
犬
嶋
に
つ
い
て
、

ち
、
混
載
の
事
例
は
三
例
あ
る
（
表
1
3
）
。

表12　讃岐国嶋に所属する船における

　　　混載の事例と関銭推計値

①月日 ③物品名と④その数量 ⑤関銭 正味推計値

6月19日

11月7日

12月15日

小麦80石、大麦100石

塩250石、少鰯60駄

米20石、塩230石、材木10石

1545文

1150文

800文

1，675文

1，007文

　709文

　
　
　
　
　
　
　
　

当
時
は
置
石
四
五
文
も
加
算
さ
れ

一
五
〇

文

は
近
い
値
と
言
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

米
二
六
七
文
、
塩
四
ニ
ハ
・
三
文
、

　
　

計
七
〇

八
・
七
文
と
な
る
。
実
際
の
値
は
八
〇
〇

犬
嶋
の
船
と
し
て
登
録
さ
れ
た
延
べ
二
三
艘
の
う

　
三

月
二
六
日
の
船
は
米
豆
八
〇
石
と
備
後
一
七
〇
石
と
を
積
載
し
た
。
こ
の
う
ち

後
者
の
備
後
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
月
毎
に
関
銭
率
が
低
く
な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ

る
の
で
、
三
月
の
一
石
当
た
り
正
味
の
関
銭
平
均
値
六
・
一
三
文
を
採
用
し
た
（
表

9
参
照
）
。
米
豆
の
一
石
当
た
り
正
味
の
関
銭
平
均
値
（
表
1
0
）
も
用
い
、
一
、
○
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〇

七
・
二
文
と
一
、
〇
四
二
・
一
文
、
計
二
、
〇
四

九
・
三
文
と
計
算
さ
れ
る
。
当
時
は
こ
れ
に
置
石
四
五

文

も
加
算
さ
れ
た
か
ら
、
得
ら
れ
た
値
は
実
際
の
値

一

、
八
四
五
文
よ
り
一
三
・
五
％
高
く
な
る
。

　

次

に
、
五
月
一
⊥
ハ
日
の
船
に
つ
い
て
は
、
豆
二
〇

石

と
備
後
二
三
〇
石
が
積
載
さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
、

豆

の

一
石

当
た
り
関
銭
平
均
値
二
二
・
五
一
文
（
表

1
0
）
を
用
い
て
、
二
七
〇
・
二
文
と
推
定
さ
れ
る
。
ま

た
、
後
者
の
備
後
に
つ
い
て
は
、
五
月
の
一
石
当
た

り
関
銭
平
均
値
五
・
六
一
文
（
表
9
）
を
用
い
る
と
、

一

、
二
九
〇
・
三
文
と
推
算
さ
れ
、
計
一
、
五
六
〇
・

五
文
と
な
る
。
置
石
の
分
を
含
め
る
と
一
、
六
〇
五
・

五
文

と
な
り
、
実
際
の
値
一
、
六
四
五
文
よ
り
二
・
四

％
低
い
値
で
あ
る
。

　
最
後

に
、
六
月
二
三
日
の
船
に
つ
い
て
は
、
史
料

に
お
け
る
記
載
を
表
1
の
史
料
磁
に
示
し
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
五
五
・
三
文
、
小
麦
一
七
一
・
七
文
と
計
算
さ
れ
、

置
石
四
五
文
も
加
算
す
る
と
、

の
差

は
わ
ず
か
○
・
七
％
に
過
ぎ
な
い
。

　
以

上
、
一
単
位
当
た
り
正
味
の
関
銭
平
均
値
（
表
9
、

関
銭
値
と
近
い
数
値
が
推
算
さ
れ
、

え
ら
れ
る
。

表13　備前国犬嶋に所属する船における

　　　混載の事例と関銭推計値

①月日 ③物品名と④その数量 ⑤関銭 正味推計値

3月26日

5月16日

6月23日

米豆80石、備後170石

豆20石、備後230石

米5石、小麦13石

1845文

1645文

270文

1，949文

1，487文

　227文

　
　
　
　
　
　
　
　

計
二
二
七
・
○
文
と
な
る
。

実
際
の
値
二
七
〇
文
は
極
め
て
近
い
値
で
あ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　

表

1
0
）
に
よ
っ
て
実
際
の

前
章
で
提
示
し
た
仮
説
の
妥
当
性
を
示
す
と
考

第
三
節
　
免
除
さ
れ
た
関
銭
の
推
算

　
第
二
の
研
究
目
的
に
対
し
て
は
、
こ
こ
で
は
播
磨
国
網
干
と
備
後
国
田
嶋
を
取
り

上
げ
て
検
討
す
る
。

　
ま
ず
、
網
干
の
船
延
べ
六
二
艘
の
う
ち
関
銭
の
記
載
が
欠
如
し
て
い
る
の
は
、
史

料

d
に
示
し
た
一
二
月
一
七
日
の
三
艘
の
他
に
、
五
月
二
四
日
の
ア
カ
四
五
石
、
一

二
月
一
五
日
の
米
五
石
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
二
月
一
七
日
の
三
艘
が
積
載
し
た
物

品
を
加
え
る
と
、
計
が
米
一
三
五
石
、
ア
カ
四
五
石
、
豆
二
〇
石
と
な
る
。
各
物
品

の
一
石
当
た
り
正
味
の
関
銭
平
均
値
（
順
に
一
〇
・
〇
五
、
三
・
二
二
、
二
二
・
五

一
）
に

石
の
値
を
掛
け
合
わ
せ
る
と
、
一
、
三
五
六
・
八
文
、
一
四
〇
・
九
文
、
二

七

〇
・
二
文
と
計
算
さ
れ
、
計
一
、
七
六
七
・
九
文
と
推
定
さ
れ
る
。
一
艘
当
た
り

に
徴
収
さ
れ
る
置
石
分
を
差
し
引
き
す
る
こ
と
で
推
計
さ
れ
る
正
味
の
総
計
は
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　

五
、
六
四
一
文
と
な
る
。

　

そ
し
て
、
田
嶋
の
船
一
九
艘
に
つ
い
て
は
、
六
月
三
〇
日
と
一
一
月
二
日
の
計
二

艘
が

関
銭
の
記
載
を
欠
い
て
い
る
。
物
品
の
計
は
塩
二
七
石
、
備
後
三
四
〇
石
、
小

麦
三
〇
石
と
な
る
。
な
お
、
こ
の
う
ち
塩
は
地
元
の
田
嶋
で
生
産
さ
れ
た
塩
と
推
定

さ
れ
る
。
各
物
品
の
一
石
当
た
り
正
味
の
関
銭
平
均
値
（
順
に
四
・
四
四
、
五
・
〇

四
、
一
三
・
二
一
ー
表
9
・
表
1
0
）
に
石
の
値
を
掛
け
合
わ
せ
る
と
、
二
九
・
八

文
、
一
、
七
一
三
・
一
文
、
三
九
六
∴
二
文
と
計
算
さ
れ
、
計
二
、
二
二
九
・
七
文

と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
備
後
が
運
ば
れ
て
い
る
の
は
一
一
月
で
あ
り
、
こ
こ
で
は

二
月
に
つ
い
て
の
一
石
当
た
り
正
味
の
関
銭
平
均
値
を
採
用
し
て
い
る
。

　
次

に
、
関
銭
が
徴
収
さ
れ
て
い
る
船
に
つ
い
て
、
関
銭
の
総
計
は
三
一
、
四
三
〇

文
で
あ
る
。
こ
の
値
か
ら
一
艘
当
た
り
に
徴
収
さ
れ
る
置
石
分
を
差
し
引
き
し
た
上

で
、
先
ほ
ど
推
定
し
た
関
銭
免
除
分
の
値
を
加
算
す
る
こ
と
で
推
計
さ
れ
る
正
味
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

総
計

は
、
三
二
、
八
九
四
・
七
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
そ
し
て
、
先
ほ
ど
嶋
と
犬
嶋
に
つ
い
て
示
し
た
例
と
同
様
に
、
複
数
物
品
が
混
載

さ
れ
て
い
る
船
に
つ
い
て
は
物
品
毎
の
関
銭
を
推
計
で
き
る
。
さ
ら
に
今
回
は
実
際

の

関
銭
と
対
比
し
て
、
物
品
毎
の
関
銭
を
按
分
し
て
求
め
る
こ
と
に
す
る
。
例
え
ば
、

一
一
月
二
日
の
船
の
場
合
、
米
二
〇
石
と
備
後
三
三
〇
石
が
運
ば
れ
て
一
、
九
四
五

文
の
関
銭
が
徴
収
さ
れ
て
い
る
。
米
と
備
後
（
一
一
月
）
の
一
石
当
た
り
正
味
の
関

銭
平
均
値

（各
々
一
三
・
三
五
と
五
・
〇
四
）
を
用
い
る
と
、
二
六
七
文
と
一
、
六

六
四

文
、
計
一
、
九
三
一
文
と
推
計
さ
れ
、
置
石
分
を
除
い
た
関
銭
値
一
、
九
〇
〇
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文
よ
り
二
％
増
の
値
が
得
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
米
と
備
後
の
関
銭
推
計
値
を
各
々
二

％
減
じ
た
二
六
二
・
七
文
、
一
、
六
三
七
・
三
文
と
按
分
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
す
る
と
、
全
て
の
船
に
つ
い
て
、
関
銭
を
物
品
毎
に
推
計
す
る
こ
と

が
で

き
る
。
そ
の
推
計
の
結
果
を
表
1
4
に
示
し
た
。
同
じ
表
に
併
せ
掲
げ
た
、
石
を

単
位
と
し
た
積
載
量
と
比
較
す
る
と
、
次
の
論
点
が
加
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
積

載
量
で

は
九
〇
％
を
占
め
る
備
後
は
、
一
石
当
た
り
の
平
均
関
銭
値
が
塩
の
中
で
は

高
い
と
は
い
え
、
他
の
物
品
に
比
す
る
と
低
率
な
た
め
、
関
銭
推
計
値
で
は
構
成
比

率
を
八
〇
％
台
に
ま
で
下
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
正
味
の
平
均
関
銭
値
が
比

較
的
高
率
で
あ
る
赤
鰯
、
豆
、
米
（
表
1
0
参
照
）
は
、
そ
の
構
成
比
率
が
三
％
以
上

と
な
っ
て
い
る
。
平
均
関
銭
値
が
最
も
低
率
で
あ
る
榑
は
、
積
載
量
で
は
赤
鰯
、
米
、

豆

と
同
程
度
で
あ
る
が
、
関
銭
推
計
値
に
よ
る
比
率
で
は
こ
れ
ら
に
大
き
く
水
を
あ

け
ら
れ
る
結
果
を
招
い
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
は
関
銭
の
う
ち
で
も
升
米
の

分

（但
し
、
推
計
値
）
で
あ
り
、
実
際
の
価
額
は
各
々
そ
の
百
倍
と
推
定
さ
れ
る
。

　
以

上
、
本
章
の
冒
頭
で
掲
げ
た
第
一
の
研
究
目
的
に
関
連
し
、
登
録
さ
れ
た
関
銭

の

値
に
つ
い
て
、
複
数
物

品
に
対
し
て
合
算
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
値

い
て

も
物
品
毎
に
振
り
分

け
得
る
こ
と
が
、
上
記
の

備
前
国
犬
嶋
と
讃
岐
国
嶋

の
船
の
事
例
で
示
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
第
二
の
研
究
目

的
に
つ
い
て
は
、
播
磨
国

網
干
と
備
後
国
田
嶋
の
場

合
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
免
除
さ
れ
て
史
料

で

は
不
明
な
関
銭
も
、
物

品
毎
の
数
量
さ
え
記
載
さ

表14備後国田嶋に所属する船における

　　　物品毎の積載量と正味の関銭推計

積載量（構成比） 正味推計値（構成比）

米 90石（1．7） 1，322．9文（4．0）

小麦 30石（0．6） 396．3文（1．2）

豆 80石（1．5） 1，187．5文（3．6）

塩（田嶋） 27石（0．5） 119．8文（0．4）

備後 4，970石（91．9） 27，552．8文（83．8）

赤鰯 110石（2．0） 2，050．4文（6．2）

榑 100石（1．8） 265文（0．8）

計 5，407石（100） 32，894．7文（100）

注）構成比の単位は％。

れ
て

い
れ
ば

推
定
で
き
た
。
同
様
に
算
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
1
1
に
示
さ
れ
て

い

る
よ
う
に
、
本
節
の
冒
頭
で
選
定
し
た
船
籍
地
全
て
に
つ
い
て
正
味
の
関
銭
の
総

計
が
推
計
さ
れ
た
。
表
で
は
関
銭
免
除
の
対
象
と
な
っ
た
物
品
名
も
挙
げ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
備
後
国
田
嶋
に
つ
い
て
は
、
算
出
さ
れ
た
正
味
の
関
銭
推
計
値
を
按
分

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
品
毎
の
推
計
も
試
み
た
。
物
品
毎
に
推
計
さ
れ
た
関
銭
は
、

価
額

と
直
接
比
例
す
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
単
純
に
計
算
で
き
る
積
載
量
に
比
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

て
、
物
品
毎
の
ウ
ェ
ー
ト
を
検
討
す
る
際
に
、
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

む
す
び
に
代
え
て
1
都
市
へ
の
流
通
と
消
費

　
文
安
二
年
「
兵
庫
北
関
入
船
納
帳
」
に
登
録
さ
れ
た
関
銭
に
つ
い
て
論
じ
た
本
稿

で

は
、
物
品
総
価
額
の
百
分
の
一
と
い
う
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
升
米
に
加
え
、

一
艘
当
た
り
一
律
に
五
〇
文
程
度
を
も
加
算
さ
れ
て
い
て
、
後
者
は
四
五
文
の
置
石

で

あ
る
と
い
う
仮
説
を
第
2
章
の
結
論
と
し
て
提
示
し
た
。
そ
し
て
、
船
籍
地
別
に

整
理

さ
れ
た
関
銭
の
デ
ー
タ
を
検
討
し
た
第
3
章
で
は
こ
の
仮
説
に
従
い
、
関
銭
が

複
数
の
物

品
に
つ
い
て
の
積
算
値
で
あ
る
場
合
に
、
そ
の
積
算
基
準
を
合
理
的
な
形

で
推
察
で
き
た
。
さ
ら
に
、
関
銭
免
除
の
た
め
に
関
銭
の
値
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

場
合
で
も
、
そ
の
値
を
推
定
で
き
る
こ
と
も
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
船
籍
地
別
に
整
理
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
積
載
さ
れ
た

物
品
毎
の
ウ
ェ
ー
ト
を
比
較
し
た
り
、
船
籍
地
相
互
で
比
較
す
る
際
に
関
銭
推
計
値

を
使
え
る
目
途
が
つ
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
う
ち
船
籍
地
相
互
の
比
較
と
い
う
後
者
の
点
に
つ
い
て
は
、
関
銭
総
額
一
〇

貫
文
以
上
が
登
録
さ
れ
た
船
籍
地
に
限
っ
て
、
登
録
総
額
か
ら
置
石
分
を
差
し
引
き
、

そ
の
値
を
円
の
面
積
に
比
例
さ
せ
る
形
で
分
布
図
に
表
し
、
不
十
分
な
が
ら
若
干
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　

議
論
を
既
に
展
開
し
た
こ
と
が
あ
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

　
残
さ
れ
た
検
討
課
題
と
し
て
、
ま
ず
第
一
に
、
上
述
し
た
仮
説
を
よ
り
明
確
な
形

で
実
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
単
品
と
し
て
積
載
さ
れ
た
船
を
欠
く
こ
と
か
ら
、
単
位
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当
た
り
平
均
関
銭
値
を
計
算
で
き
な
い
物
品
も
認
め
ら
れ
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な

関
銭
額
に
よ
る
議
論
を
全
面
的
に
展
開
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
は
い
え
、
関
銭
に

よ
る
検
討
の
有
効
性
は
高
い
。

　

第
3
章
の
考
証
に
よ
る
結
論
と
言
え
る
表
1
1
を
見
る
と
、
登
録
関
銭
を
単
純
に
総

計

し
た
値
に
よ
る
船
籍
地
相
互
の
順
位
と
比
べ
た
場
合
、
関
銭
の
推
計
正
味
総
計
で

判
断
す
れ
ば
、
若
干
の
逆
転
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
〇
位
で
あ
っ

た

松
江

が
、
嶋
と
三
原
を
追
い
抜
き
、
八
位
に
躍
進
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
嶋
と
三

原

の
船

に
関
銭
を
免
除
さ
れ
た
も
の
が
比
較
的
少
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
「
入
船
納
帳
」
に
お
け
る
④
の
デ
ー
タ
に
よ
る
「
積
載
量
」
に
基

づ
い

た
順
位
と
は
入
れ
替
わ
り
が
か
な
り
あ
る
。
一
位
が
由
良
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
が
、
二
位
は
関
銭
で
は
田
嶋
が
来
る
の
に
対
し
、
積
載
量
で
は
海
部
に
な

る
。
こ
れ
は
、
海
部
の
船
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
榑
の
平
均
関
銭
が
低
率
で
あ
る
た
め

で

あ
る
。
木
材
類
は
嵩
高
く
、
積
載
量
で
は
大
き
め
に
丈
量
さ
れ
る
割
に
は
安
価
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
物
品
に
つ
い
て
、
単
位
当
た
り
正
味
の
平
均
関
銭
の
高
低

を
加
味
し
た
考
察
が
必
要
で
あ
り
、
各
船
籍
地
相
互
を
比
較
す
る
上
で
は
よ
り
重
要

で
あ
る
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
、
積
載
量
で
集
計
し
よ
う
に
も
、
網
干
や
嶋
の
船
に
お
け
る
駄
・
合
の
よ

う
に
、
単
位
が
異
な
れ
ば
総
計
は
出
せ
な
い
が
、
関
銭
に
統
一
す
れ
ば
集
計
が
貫
徹

で
き
る
点
に
も
、
関
銭
に
よ
る
集
計
の
有
利
さ
が
現
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
各
物
品
に
つ
い
て
の
価
格
は
、
冒
頭
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
流

通
」
に
よ
り
消
費
者
の
も
と
に
運
ば
れ
、
「
消
費
」
と
の
関
わ
り
で
生
じ
る
需
要
と

供
給
と
の
バ
ラ
ン
ス
等
で
定
ま
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
加
味
し
て
、
若

干
の
論
点
を
加
え
て
お
き
た
い
。

　
表
9
で
備
後
の
一
石
当
た
り
正
味
の
平
均
関
銭
を
入
船
月
別
に
示
し
た
。
平
均
関

銭
が
月
毎
に
変
動
し
て
い
る
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
備
後
の
価
格
が
変
動
し
て
い

る
こ
と
を
示
す
。
そ
れ
と
供
給
な
い
し
は
「
流
通
」
量
、
す
な
わ
ち
兵
庫
北
関
へ
の

入
関
量
と
の
間
の
関
係
を
見
て
み
た
い
。
備
後
の
月
別
入
関
量
に
つ
い
て
は
、
廣
山

　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

尭
道
の
研
究
が
あ
る
。

　
廣
山
の
集
計
に
よ
れ
ば
、
入
関
量
が
最
大
な
の
は
七
月
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

平
均
関
銭
は
な
お
も
下
が
り
続
け
、
最
安
値
は
一
〇
月
に
記
録
す
る
（
表
9
）
。
し

か

し
、
意
外
に
も
そ
の
月
は
、
入
関
量
が
最
小
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
価
格
が
低

い
の

は
、
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
後
、
平
均

関
銭
は
少
し
上
昇
し
、
＝
月
に
は
倍
以
上
が
入
関
し
て
い
る
。
平
均
関
銭
と
入
関

量

と
の
間
に
対
応
関
係
が
あ
る
と
読
め
な
く
も
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
判
断
は
一
年

を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
現
状
で
は
出
来
な
い
。
こ
の
点
も
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

こ
の
平
均
関
銭
も
、
直
接
的
に
は
兵
庫
に
お
け
る
物
品
価
格
を
反
映
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
京
都
な
ど
、
そ
の
他
の
地
と
の
価
格
差
は
不
明
な
の
で
あ
る
。
こ
の

点
は
、
都
市
生
活
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
特
に
価
格
）
に
期
待
し
た
く
、
そ
れ
を
も
含

め

た
検
討
も
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　
上
述
の
仮
説
は
推
論
を
重
ね
た
面
が
否
め
ず
、
机
上
の
空
論
に
な
り
か
ね
な
い
。

大
方
の
叱
正
を
請
う
次
第
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
本
稿
の
論
考
で
、
登
録
さ
れ
た
関
銭
額
に
よ
っ
て
当
時
の
価
格
に
ア

プ
ロ
ー
チ
で
き
る
可
能
性
を
示
せ
た
と
考
え
、
ひ
と
ま
ず
摺
筆
し
た
い
。

註（
1
）
　
〔
宇
佐
見
（
一
九
九
九
）
〕
四
六
頁
。
こ
の
疑
問
は
、
「
入
船
納
帳
」
、
本
文
で
後
述
す
る

　

「雑
船
納
帳
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
升
米
納
帳
」
、
「
置
石
納
帳
」
と
対
比
的
に
位
置
づ
け
た
見
解

　
に
対
し
て
発
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）
　
こ
の
二
つ
の
理
由
は
、
既
に
拙
稿
で
指
摘
し
た
。
〔
藤
田
裕
嗣
（
一
九
八
七
）
〕
　
○
頁
。

（
3
）
　
有
馬
香
織
は
、
日
本
古
文
書
学
会
第
三
三
回
学
術
大
会
に
お
け
る
研
究
発
表
で
「
札
」
に

　
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
「
札
料
足
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
関
料
を
減
免
さ
れ

　
て
」
い
て
、
＝
艘
に
つ
き
一
枚
必
要
で
あ
り
一
枚
四
十
五
文
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て

　
い
る
〔
有
馬
（
二
〇
〇
一
）
〕
。
表
1
の
史
料
飴
と
話
で
は
五
艘
ま
た
は
七
艘
の
「
札
料
足
」

　
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
四
五
文
の
倍
数
と
は
微
妙
に
食
い
違
う
。
当
日
配
布
の
レ
ジ
ュ

　
メ
に
お
い
て
有
馬
は
、
本
史
料
を
引
用
し
つ
つ
も
、
そ
の
食
い
違
い
に
つ
い
て
は
言
及
し
て

　

い

な
い
。
ど
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
の
か
、
論
文
化
が
待
た
れ
る
。
な
お
、
有
馬
発
表
に
つ
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い
て
、
筆
者
は
後
日
に
な
っ
て
、
宇
佐
見
隆
之
氏
か
ら
ご
教
示
を
得
て
、
レ
ジ
ュ
メ
も
ご
提

　
　
供
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
4
）
　
〔
新
城
（
一
九
八
六
）
〕
五
二
三
頁
（
但
し
、
頁
数
は
、
一
九
九
四
年
発
行
の
単
行
本
に
よ

　
　
る
。
以
下
同
じ
）
。

（
5
）
　
〔
新
城
（
一
九
八
六
）
〕
五
二
三
頁

（
6
）
　
四
一
～
五
〇
石
の
ラ
ン
ク
の
項
目
に
一
石
当
た
り
九
・
四
二
文
と
極
端
に
低
い
数
値
が
来
て

　
　
い
る
事
例
は
、
表
1
史
料
φ
に
挙
げ
た
。
特
段
の
注
記
も
な
く
、
残
念
な
が
ら
そ
の
理
由
は

　
　
不
明
で
あ
る
。

（
7
）
　
〔
新
城
（
一
九
八
六
）
〕
五
三
〇
頁

（
8
）
　
〔
新
城
（
↓
九
八
六
）
〕
五
二
八
頁

（
9
）
　
表
6
で
二
～
四
月
の
三
百
石
以
下
で
「
二
∵
八
」
と
極
端
に
低
い
事
例
が
あ
る
。
図
1
で
は

　
　
三
～
五
月
」
の
グ
ラ
フ
で
、
他
と
は
低
い
ド
ッ
ト
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
上
の
記
載

　
　
を
表
1
の
d
に
示
し
た
。
注
記
に
「
塩
壱
石
上
、
同
十
四
日
朝
、
塩
公
事
除
定
」
と
あ
っ
て
、

　
　
一
部
を
塩
の
現
物
で
納
入
し
た
た
め
の
よ
う
で
あ
る
。

（
1
0
）
　
図
2
の
う
ち
左
側
の
「
三
原
船
に
よ
る
塩
」
で
は
後
半
の
◇
に
例
外
的
に
低
い
ド
ッ
ト
が

　
　
あ
り
、
こ
の
史
料
を
表
1
6
に
示
し
た
。
史
料
に
お
け
る
記
載
を
見
る
限
り
、
そ
の
理
由
は

　
　
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
右
側
「
『
三
原
』
（
塩
）
」
で
も
後
半
の
◇
の
う
ち
、
前
半
並
に
高
い
位

　
　
置

の

ド
ッ
ト
が
見
ら
れ
る
。
表
1
に
史
料
を
掲
げ
な
か
っ
た
が
、
特
段
の
注
記
も
な
く
、
こ

　
　
れ
も
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。

（
H
∀
　
〔
武
藤
二
九
八
一
）
〕
二
四
〇
～
二
四
一
頁
の
表
3
。
計
算
値
を
用
い
た
分
析
は
、
と
く

　
　

に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

（
1
2
）
最
低
値
は
、
例
え
ば
、
七
月
二
↓
日
ク
ラ
ゲ
一
〇
桶
を
運
ぶ
番
田
船
に
対
す
る
⑤
。
な
お
、

　
　
宇
佐
見
は
、
「
四
十
五
文
の
端
数
の
付
い
た
関
銭
が
多
く
見
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
〔
宇
佐
見
（
一
九
九
九
）
〕
四
六
頁
。

（
1
3
）
　
〔
新
城
（
一
九
八
六
）
〕
五
一
八
～
五
一
九
頁
。

（
1
4
）
　
正
和
四
年
（
＝
二
一
五
）
の
六
波
羅
御
教
書
案
と
続
紙
に
筆
写
さ
れ
た
尼
崎
・
兵
庫
島
等
関

　
　
所
条
々
事
書
案
（
『
兵
庫
県
史
史
料
編
中
世
五
』
第
三
一
・
三
二
号
文
書
）
に
よ
る
と
、
兵
庫

　
　
嶋
で
は
「
当
嶋
修
固
料
」
と
し
て
上
下
船
か
ら
四
五
文
が
徴
収
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
商

　
　
人
等
は
以
前
は
下
船
に
限
っ
て
一
升
を
取
っ
て
き
た
の
に
、
上
下
船
と
も
責
め
取
ら
れ
て
い

　
　

る
の
は
近
年
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
、
幕
府
は
東
大
寺
側
に
事
情
を
注
進

　
　
す
る
よ
う
、
申
し
渡
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
顛
末
は
不
明
な
が
ら
、
上
船
か
ら
も
置
石
が
徴

　
　
収

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
よ
う
な
動
き
が
起
こ
り
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を

　
　
示

し
て
い
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
1
5
）
　
筆
者
の
主
張
の
要
点
は
、
入
船
納
帳
に
登
録
さ
れ
た
関
銭
が
、
新
城
の
よ
う
に
升
米
の
み

　
　

と
は
解
釈
で
き
ず
、
そ
れ
に
五
十
文
程
度
が
一
律
に
加
算
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
点
に
あ
る
。

　

加
筆
さ
れ
た
の
が
置
石
か
、
別
の
名
目
で
あ
る
の
か
は
重
視
し
て
い
な
い
が
、
先
述
し
た
よ

　

う
に
、
置
石
で
あ
る
可
能
性
は
指
摘
で
き
よ
う
。

　
　

な
お
、
下
一
桁
が
五
と
い
う
端
数
の
あ
る
関
銭
の
事
例
数
は
、
表
8
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、

　

そ
れ
以
外
の
端
数
を
持
つ
単
品
積
載
船
に
つ
い
て
は
、
実
は
表
1
に
a
と
し
て
管
見
の
限
り

　

全
て

挙
げ
た
。
す
な
わ
ち
＝
例
に
過
ぎ
ず
、
全
て
の
単
品
積
載
船
一
一
〇
三
例
の
う
ち
で

　

僅

か
一
％
に
も
満
た
な
い
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
を
複
数
物
品
の
混
載
船
に
つ
い
て

　

も
見
る
と
、
管
見
の
限
り
＝
二
例
に
限
ら
れ
る
（
そ
の
一
部
を
表
1
に
b
と
し
て
掲
げ
た
）
。

　
　
こ
れ
ら
は
、
登
録
さ
れ
た
関
銭
が
仮
説
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
た
と
し
て
も
、
積
載
物
品
の
価

　

額

を
百
分
の
一
に
し
た
と
き
に
、
多
く
は
端
数
が
出
な
い
よ
う
に
、
五
や
一
〇
文
を
単
位
に

　

切

り
上
げ
ま
た
は
切
り
下
げ
の
措
置
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
第
2
章
に
お

　

け
る
考
察
で
事
例
に
よ
っ
て
は
プ
レ
が
出
る
こ
と
や
第
3
章
に
お
け
る
推
算
に
よ
っ
て
実
際

　
　
の
登
録
値
と
の
問
で
若
干
の
食
い
違
い
を
出
じ
る
原
因
で
も
あ
ろ
う
と
筆
・
者
は
考
え
て
い
る
。

（
1
6
）
　
以
下
、
「
正
味
の
平
均
関
銭
」
ま
た
は
「
正
味
の
関
銭
平
均
値
」
と
は
、
四
五
文
の
置
石
分

　
　
を
差
し
引
い
た
上
で
算
出
し
た
一
単
位
当
た
り
の
関
銭
を
指
す
。

（
1
7
）
　
第
2
章
で
考
察
対
象
と
な
っ
た
物
品
で
あ
る
。

（
1
8
）
　
［
］
内
の
記
号
は
、
各
船
籍
地
に
与
え
た
コ
ー

　

　
ド
番
号
を
示
す
。
以
下
同
じ
。
な
お
、
コ
ー
ド
に
つ

　
　
い
て
は
、
〔
藤
田
裕
嗣
（
一
九
九
七
）
〕
三
〇
頁
を
参

　
　
照
の
こ
と
。

（
1
9
）
　
計
算
式
は
、
下
の
表
を
参
照
。

（
2
0
）
　
計
算
式
は
、
下
の
表
を
参
照
。

（
2
1
）
　
計
算
式
は
、
下
の
表
を
参
照
。

（
2
2
）
　
計
算
式
は
、
下
の
表
を
参
照
。

（
2
3
）
例
え
ば
、
讃
岐
嶋
の
場
合
、
④
の
積
載
量
は
、
表

11

に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
少
鰯
の
み
駄
で
示
さ

れ
て

い

る
た
め
に
、
単
純
な
合
算
は
で
き
な
い
。
こ

れ

に
対
し
、
関
銭
で
は
統
一
的
な
基
準
に
よ
る
比
較

が
可
能
と
な
る
。

　
但
し
、
少
鰯
の
場
合
、
混
載
に
よ
り
運
搬
さ
れ
、

関
銭
の
合
算
値
が
示
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
計
算
は

や

や
複
雑

と
な
る
。
少
鰯
分
の
み
に
対
す
る
関
銭
推

算
値
は
、
本
文
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
五
五
四
・
一

文
で
あ
る
。
塩
と
少
鰯
が
積
載
さ
れ
た
船
に
対
す
る

関
銭
合
算
推
定
値
は
、
一
、
○
〇
六
・
六
文
と
な
り
、

実
際
の
登
録
値
一
、
一
五
〇
文
か
ら
推
算
さ
れ
る
正

注
（
1
9
）

米：20石×13．35文／石＝267文

塩：230石×1．81文／石＝416．3文

材木：10石×2．54文／石＝25．4文

9 米：5石×11．05文／石＝55．3文

小麦：13石×13．21文／石；171．7文

藝 16，213文一45文×（62－10）＋1，768文＝15，641文

2 31，430文一45文×（19－2）＋2，229．7文＝32，894．7文
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【兵庫北関入船納帳にみえる関銭をめぐる考察］・・…・藤田裕銅

　
　
味
の
関
銭
一
、
一
〇
五
文
よ
り
も
八
・
六
％
低
い
値
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
少
鰯
分
の
関
銭
按
分

　
　
値

は
、
八
・
六
％
高
い
六
〇
一
・
八
文
と
な
る
。
こ
れ
は
、
嶋
に
つ
い
て
の
登
録
値
の
正
味
一

　
　
一
、
八
二
五
文
に
対
し
て
、
五
・
一
％
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
2
4
）
　
〔
藤
田
裕
嗣
（
二
〇
〇
一
b
）
〕
三
六
～
三
七
頁
。

　
　
　
ち
な
み
に
、
南
海
道
の
船
籍
地
は
、
榑
や
材
木
の
ウ
ェ
ー
ト
が
高
い
。
別
の
拙
稿
で
示
さ

　
　
れ
た
デ
ー
タ
④
の
積
載
量
に
よ
る
分
布
図
で
も
、
こ
れ
ら
の
船
籍
地
は
重
要
と
見
な
さ
れ
挙

　
　
が
っ
て
い
る
が
（
〔
藤
田
（
［
九
八
七
）
〕
「
［
頁
、
図
6
。
但
し
、
誤
り
も
多
く
、
〔
藤
田

　
　
（
二
〇
〇
一
a
）
〕
一
五
九
頁
図
1
に
修
正
し
て
示
し
た
）
、
そ
れ
ら
の
物
品
の
平
均
関
銭
は
い

　

ず
れ
も
低
率
の
た
め
、
関
銭
総
額
一
〇
貫
文
と
い
う
基
準
で
は
多
く
の
船
籍
地
が
漏
れ
落
ち

　
　
て
し
ま
う
こ
と
も
指
摘
し
て
お
こ
う
。

（
2
5
）
　
〔
廣
山
（
一
九
八
五
）
〕
三
九
九
頁
、
表
5
。
神
木
哲
夫
に
よ
る
集
計
と
は
若
干
の
差
異
が

　

あ
る
が
、
傾
向
と
し
て
は
同
様
で
あ
る
。
〔
神
木
（
一
九
九
六
）
〕
＝
二
〇
～
＝
二
一
頁
。
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〇
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An　Examination　of　theτax　Records　Retained　at　the　Customhouse　of　the　Port　of　North　Hyogo　in　1445

FuJl孤Hirotsugu

A皿Examination　of　the　Tbx　in　t血e　Record　Retained　at　the　Customhollse　of

the　Port　of　Nort血Hyogo　in　1445

FuJnA　Hirotsugu

As　part　of　one　of　the　National　Museum　of　Japanese　History’s　joint　research　prqlects，　I　have　been　en－

gaged　in　con廿nuing　research　and　analysis　based　on　Records　of　the　Custom　House　of　the　Port　of

North　Hyogo　dated　1445，0n　account　of　their　importance　as　historical　materials　which　provide　details

on　the　distribu60n　of　commodities　to　the　cides　in　that　area　at　that　time．　With“consumption”as　one

overriding　theme　of　this　loint　research　pr（ヵect，　I　decided　to　take　a　look　at　records　pertaining　to　han－

dling　taxes　contained　in　these　historical　materials．　On　the　basis　of　the　6ndings　of　previous　studies

which　have　concluded仕om　these　same　records　that　there　was　a　handling　tax㎞own　as　shomai　equal

to　one　percent　of　the　value　of　a　commodity，　it　fOllows　that　the　value　obtained　by　multiplying　by　a　hun－

dred　the　amount　of　handling　tax　levied　on　a　particular　commodity　was　the　price　of　that　commodity　at

that　time．　Howeveちare－examination　of　this　view　has　fOund　that　in　addition　to　this　shomai　that　was　a

one　percent　handling　tax，　an　extra　tax　of　ar皿nd　50　mon　was　levied　uniformly　on　each　vesseL　This

has　led　to　the　hypothesis　that　this　tax　was　a　45　mon　levy㎞own　as　okiishi．　Next，　in　accordance　with

this　hypothesis　I　ex㎜ined　tax　data　contained　in　these　records　which　were　arranged　in　catego亘es

showing　totals　fOr　each　home　port．　First，　in　cases　of　integrated　values　where　separate　taxes　were　lev－

ied　on　a　number　of　commodities，　it　was　possible　to　use　a　ra60nal　means　of　deducing　the　criteria　fOr

their　integration．　In　other　words，　because　the　value　arrived　at　on　the　basis　of　the　above　hypothesis

was　in　fact　close　to　the　actual　integrated　value，　we　may　view　the　hypothesis　as　being　correct．　Con－

versely，　fbr　the　value　of　the　taxes　that　were　recorded，　it　was　possible　to　separate　out　the　taxes　levied

on　each　commodity　even　though　the　taxes　fOr　a　number　of　commodities　had　been　added　to　fbrm　a　to－

tal．　Furthermore，　even　in　cases　where　tax　exemptions　resulted　in　the　absence　of　notations，　this　hy－

pothesis　made　it　possible　to　estimate　a　value　fOr　such　commodities．　Thus，　because　the伍x　calculated

五）reach　commodity　is　a　direct　proportion　of　its　price，　that　is，　the　value　of　each　commodity　when　com－

paring　the　amounts　of　each　commodity　carried　by　a　vessel　or　when　making　comparisons　between　the

home　ports　it　is　more　useful　than　being　able　to　simply　calculate　a　vessel’s　total　load．
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